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　　　　　　　　　 問題と目的

　遅延価値割引を記述する関数として主に双 曲線関数
と指数関数の 2つ が提案 され て お り，実測値 へ の あて は
ま りは双曲線関数の 方 がよ い こ とが知 られて い る 。

Zaub    ち Kinち Malkoc
，
＆ Betman（2009）は，割引と独

立に将来 の 時間の 主観的長さを測定 した。参加者 の 回

答か ら求めた割引率を時間の 主観的長 さの 関数 として

表すと ， 割引関数 の 形は指数関数に近 づ く こ とが示 さ

れた 。

　本研究 で は，割引の 測定法を行動分析に おける標準
的な方法に変更 した。割引と時間の主観的長さともに

実測値を指標 として，これ らの 関係を表す関数の 形は

どの ようになるかを検討 した 。

　　　　　　　　　　 方法

　大学生92名（男性36名，女性56名）が参加 した。平均
年齢は20．4（SZ）；4．5）歳で あっ た。
　まず，180mm の ビ ジ ュ ア ル ・ア ナ ロ グ ・ス ケ

ー
ル

（VAS ）を用 い て 将来の 時間の 主観的長 さを測定した 。

VAS の 左端に 「とても短い 」 ，右端 に 「とても長い 」

と記し，「今日か ら1ヶ 月後まで の時間はどの くらい 長
い と感 じますか ？」 とい っ た文の 下に提示した。VAS
の 左端 か ら参加者が線を引い た位置まで の長さを指標

と した。5年，1年，6ヶ 月，1ヶ 月の 4条件を下降系列で

実施 した。
　次に，割引の測定を質問紙法で行っ た。即時小報酬
を左側，遅延大報酬を右側に提示して好ましい 方を選

択させ ，参加者の 反応か ら遅延報酬の 主観的価値を求
めた。遅延大報酬は5000円，10万円の 2条件あり，順序
はカ ウ ン タ

ーバ ラ ン ス した 。 遅延 は 1ヶ A ， 6ヶ 月 ， 1
年，5年 の 4条件で，上昇系列 で実施した．即時小報酬

は，5000円条件で は250円か ら始め て4750円ま で 250円
ずっ 増加 させ た。10万円条件で は5000円か ら始め て

95000円まで 5  円ずっ 増加 させ た。

　　　　　　　　　　 結果
　時間の 主観的長さを図1に 示 した。時間の 主観的長さ
は客観的な長 さと対数の 関係 にある（Zaub− et　al．，
2009；氏 m ＆ Takahashi，2011）とい う知見に基 づ い て 対

数関数をあて は め た とこ ろ，決定係数はRf　一　．991で あ
っ た。
　遅延報酬の 主観的価値を図2に示 した 。 縦軸は，主観
的価値の 平均値を報酬量で割っ た値である。各条件 の

曲線下面積を求めて t 検定を行 っ た ところ，5000円条

件の 方 が 10万 円条件よりも曲線下面積が 小 さい とい う
報酬量効果がみ られた（t（78）＝7．16

，p ＜ ．001）。
　時間 の 主観的長 さと遅延報酬の 主観的価値の 関係を

図3に示 した。各条件の4つ の点は，左か ら1ヶ月，6ヶ

月，1年，5年の値を示す。回帰直線の あて はめを行 っ

た とこ ろ ， 決定係数は5000円条件で〆 ＝．995，10万円

条件で R2≡．971で あっ た。
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　　　 図3 時間 の 主観的長さと報酬 の 主観的価値
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　　　　　　　　　　 考察

　遅延報酬の 主観的価値を時間の 主観的長 さの 関数 と

して表 し直線の あて は めを行っ た結果，5000 円条件，
10万円条件ともに決定係数は高い値で あ っ た 。

っ ま り，

報酬の 主観的価値は時間の 主観的長 さに比例 して低下

するこ とが明らかにな っ た 。

　　　　　　　　　 引用文献
Han

，
　R

，
＆ Takahashi

，
　T．（2012）．　Pilysica．4’ 8旨attsti（ml

　　／lfechanたCs祕 偽 帥 ’たα”o 凧 391
，
6568−6576．

Zaubemian，　G ，，　Kim ，　B ．　K ，　Malkoe ，　S．　A ．，＆ Bettman
，
　J．　R 。

　　（2009）．丿b沼 mal 　of ？Lfarkoting　1〜esearch ，46，543−556．

一70 一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


